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会
員
募
集 

　

◆
居
合
道
同
好
会　

毎

週
日
曜
日
の
午
後
４
時
半

〜
６
時
半
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
。
入
会
金
１
０
０
０

円
、
会
費
月
１
５
０
０
円
。

　

歳
以
上
の
方
。
詳
し
く
は

１８蒲
池
（
か
ば
ち
）
�　

・
２

７６

５
３
２
へ
。

　

◆
華
道
サ
ー
ク
ル
草
月

流　

毎
月
第
２
・
第
４
金
曜

日
の
午
前　

時
〜
午
後
５

１０

時
、
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
月
２
０
０
０
円
（
花
代

別
）。
男
性
歓
迎
。
詳
し
く
は

伊
東
�　

・
６
６
９
７
へ
。

７１

　

◆
手
あ
み　

月
４
回
、
金

曜
日
の
午
前
９
時
半
〜
正

午
、
市
民
生
活
館
で
。
会
費

月
３
０
０
０
円
。
作
品
は
自

由
。
詳
し
く
は
鎌
谷
（
か
ま

た
に
）
�　

・
９
０
８
０
へ
。

７５

　

◆
親
子
で
の
リ
ズ
ム
遊

び（
リ
ト
ミ
ッ
ク
く
ら
ぶ
）　

毎
週
火
曜
日
が
東
部
地
域

セ
ン
タ
ー
、
金
曜
日
が
南
部

地
域
セ
ン
タ
ー
で
、
い
ず
れ

も
午
前　

時
か
ら
と　

時

１０

１１

か
ら
。
入
会
金
３
０
０
０
円
、

会
費
月
４
３
０
０
円
。
７
カ

月
児
〜
未
就
園
児
。
無
料
体

験
有（
要
予
約
）。
詳
し
く
は

若
林
�　

・
５
８
３
３
へ
。

７８

　

◆
楽
し
い
中
国
語
会
話

（
�
好
〈
に
い
は
お
〉
会
）　

月
４
回
、
土
曜
日
ま
た
は
日

曜
日
の
午
後
２
時
〜
３
時

半
、
中
央
公
民
館
で
。
会
費

月
４
０
０
０
円
。
詳
し
く
は

及
川
�　

・
５
７
２
３
（
夜

７１

間
）
へ
。

　

◆
布
の
絵
本
・
遊
具
製
作

（
の
の
は
な
文
庫
）　　

月
６

１０

日
（
月
）
か
ら
毎
週
月
曜
日

の
午
前　

時
〜
正
午
、福
祉

１０

会
館
で
。　

月
〜　

月
の
第

１０

１２

１
・
第
３
月
曜
日
の
み
保
育

有
。詳
し
く
は
中
川
�　
・
０
２４

５
３
６（
夜
間
）へ
。

　

◆
柔
道
研
究
会
く
る

め
っ
子
ク
ラ
ブ　

毎
週
水

曜
日
が
午
後
７
時
〜
９
時

　

分
、
日
曜
日
が
午
後
２
時

２０〜
４
時　

分
、
い
ず
れ
も
ス

２０

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会

金
２
０
０
０
円
、
会
費
月
２

 
催　
　

し 

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
（
く
る
め
ダ
ン
ス
同

好
会
）　　

月　

日
（
日
）
午

１０

１９

後
２
時
〜
５
時
、
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
。
入
場
料
１
０

０
０
円
。
プ
ロ
に
よ
る
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
有
。
詳

し
く
は
藤
田
�　

・
２
９
３

７４

４
へ
。

　

◆
写
真
展（
写
遊
つ
つ
じ
）

　
　

月
１
日
（
水
）
〜
５
日

１０
（
日
）午
前
９
時
半
〜
午
後
７

時
（
初
日
は
正
午
か
ら
、
最

終
日
は
午
後
５
時
ま
で
）、ス

ペ
ー
ス
１
０
５
で
。
入
場
無

料
。
詳
し
く
は
柳
沢
�　

・
７３

１
０
０
１
へ
。

　

◆
「
雨
水
は
資
源
、
水
循

環
の
主
役
」（
東
久
留
米
の
水

と
景
観
を
守
る
会
）　　

月
１０

４
日
（
土
）
午
後
１
時
半
〜

４
時
半
（
開
場
１
時
）、
市
民

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
。
入
場
無

料
。
詳
し
く
は
佐
藤
�　

・
７２

６
６
４
８
へ
。

　

◆
金
井
信
（
ま
こ
と
）
ピ

ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
（
同
実
行

委
員
会
）　　

月
３
日
（
金
）

１０

午
後
６
時
半
開
演
、
成
美
教

育
文
化
会
館
ホ
ー
ル
で
。
入

場
料
２
０
０
０
円
。
詳
し
く

は
大
関
�　

・
８
０
２
４
へ
。

７４

　

◆
練
功
十
八
法
世
界
一

の
模
範
演
技（
悠
久
の
会
）　

　

月
４
日
（
土
）
正
午
か
ら
、

１０成
美
教
育
文
化
会
館
で
。
入

場
無
料
。
詳
し
く
は
黒
須
�

　

・
９
２
２
２
へ
。

７２
　

◆
バ
ザ
ー
（
た
ん
ぽ
ぽ
幼

児
教
室
父
母
会
ひ
ま
わ
り

会
）　　

月　

日
（
日
）
午
前

１０

２６

　

時
〜
午
後
２
時
、
ひ
ば
り

１１が
丘
団
地
児
童
公
園
（
西
東

京
市
ひ
ば
り
が
丘
三
丁
目
）

で
。　

月　

日
〜　

日
午
前

１０

１４

１６

９
時
半
〜
正
午
に
中
古
品
、

新
品
、
お
も
ち
ゃ
の
受
け
付

け
を
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
成
田
�　

・
０
４
６
４
へ
。

２１

　

◆
地
球
環
境
ハ
ー
フ
デ

イ
セ
ミ
ナ
ー
「
平
和
な
世
界

を
子
ど
も
た
ち
に
」（
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
「
地
球
村
」
ひ
ば
り

が
丘
）　　

月　

日
（
土
）
午

１０

１１

後
１
時
〜
６
時
（
零
時
半
開

　

東
久
留
米
市
赤
十
字
奉
仕
団
で

は
、
市
内
在
住
で
満　

歳
以
上
の

７０

ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
を
対
象
に
、

日
帰
り
バ
ス
旅
行
を
開
催
し
ま
す
。

　
【
日
程
・
行
程
】　

月　

日
（
月
）

１０

２０

雨
天
決
行
。
市
役
所
（
午
前
７
時

　

分
集
合
）
→
榛
名
湖
→
水
沢
観

４０音
→
竹
久
夢
二
記
念
館
→
市
役
所

　
【
定
員
】　

名
（
応
募
者
多
数
の

４５

場
合
は
抽
選
）

　
【
参
加
費
】
３
５
０
０
円

　

申
し
込
み
は　

月
６
日
（
月
）

１０

　

市
で
は
、フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
を
昨
年
７
月

よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
地
域
で
子

育
て
を
手
助
け
す
る
有
償
の
相
互

援
助
活
動
で
す
。
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
ご
紹
介
し

ま
す
と
、「
保
護
者
の
残
業
時
、
保

育
園
に
お
迎
え
に
行
き
、
サ
ポ
ー

ト
会
員
の
自
宅
で
お
子
さ
ん
を
見

守
る
活
動
」「
保
護
者
外
出
時
の
見

守
り
活
動
」
等
で
す
。
現
在
は
月

平
均
で
約
２
０
０
件
の
ご
依
頼
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー

で
は
、
午
前
中
だ
け
・
午
後
だ
け

手
の
空
い
て
い
る
時
間
に
お
手
伝

い
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
活
動
中
の
事
故
等
に

備
え
て
補
償
保
険
に
も
加
入
し
て

�
　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

手
続
と
は
、
市
が
計
画
案
や

条
例
案
な
ど
を
策
定
し
よ

う
と
す
る
際
に
、
そ
の
案
を

公
表
し
、
こ
の
案
に
対
し
て

広
く
市
民
・
事
業
者
等
の
皆

さ
ん
か
ら
意
見
や
情
報
を

提
供
し
て
い
た
だ
く
機
会

を
設
け
、
行
政
機
関
は
、
提

出
さ
れ
た
意
見
等
を
考
慮

し
て
最
終
的
な
意
思
決
定

を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

広
く
市
民
に
関
す
る
計

画
、
条
例
な
ど
の
案
を
公
表

し
、
そ
れ
に
対
す
る
意
見
を

考
慮
し
て
、
市
の
意
思
決
定

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
市
民

と
共
に
行
政
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
は
提
出

件
数
に
よ
っ
て
賛
否
を
決

す
る
住
民
投
票
の
よ
う
な

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

パ
ブ
リ
ッ
ク 

コ
メ
ン
ト
と
は

　

野
火
止
地
区
セ
ン
タ
ー
で
は

空
調
機
改
修
工
事
を　

月　

日

１０

１４

か
ら　

月
９
日
ま
で
行
い
ま
す
。

１２

　

工
事
期
間
中
は
、
同
地
区
セ
ン

タ
ー
の
利
用
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
地
区
セ
ン
タ
ー

�　

・
７
４
０
０
へ
。

７５

　

市
で
は
、
こ
の
た
び
、
市
民
参
加
条
例
お
よ
び
環
境
基
本
条
例
の
条
例
案
を
作
成
す
る
に
当
た
り
、

試
行
的
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
両
条
例
と

も
今
後
の
市
の
た
め
に
大
切
な
条
例
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
企
画
調
整
課
�　

・
７
７
０
２
ま
た
は
環
境
緑
政
課
�　

・
７
７
５
３
へ
。

７０

７０

　

今
回
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
試
行
は
、
次
の
通
り
実
施
し
ま

す
。

　

□１
 
　

条
例
の
内
容
と
な
る
べ

き
事
項
の
公
表
と
配
布
（
環
境
基

本
条
例
は
資
料
の
配
布
）

　

条
例
の
内
容
と
な
る
べ
き
事
項

お
よ
び
付
属
資
料
は
、
市
役
所
各

担
当
窓
口
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
入
手
（
環
境
基
本
条
例
は

閲
覧
）
で
き
ま
す
。

　

□２
 
　

意
見
の
提
出
方
法

　

意
見
は
電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
郵
便
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
期
限
を
過
ぎ
て
到
達
し
た

意
見
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

　

様
式
等
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、電
子
メ
ー
ル
、フ
ァ
ク
ス
、

郵
便
と
も
、
意
見
に
は
次
の
項
目

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
件
名
（
環
境
基
本
条
例
に
つ

い
て
ま
た
は
市
民
参
加
条
例
に
つ

い
て
を
明
記
）

　

②
お
住
ま
い
の
町
名
（
東
本
町
、

柳
窪
な
ど
）

　

③
年
代
（　

代
、　

代
な
ど
）

２０

３０

　

④
住
所
、
氏
名

　
（
①
〜
③
は
必
須
④
は
任
意
項

目
で
す
）

　

□３
 
　

意
見
の
提
出
期
限

　

条
例
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

下
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

□４
 
　

提
出
さ
れ
た
意
見
の
取

り
扱
い

　

提
出
さ
れ
た
意
見
の
概
要
お
よ

び
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を

ま
と
め
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
ま
す
。
条
例
の
内
容
と
な

る
べ
き
事
項
を
変
更
し
た
場
合
は
、

そ
の
内
容
を
公
表
し
ま
す
。

（
個
々
の
意
見
に
対
す
る
個
別
の

回
答
は
し
ま
せ
ん
。）
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福
祉
情
報

　
【
費
用
負
担
】こ
の
パ
ス
は
申
し

込
み
に
よ
り
発
行
さ
れ
ま
す
が
、

次
の
通
り
費
用
負
担
が
あ
り
ま
す
。

　
　

年
度
住
民
税
が
非
課
税
の
方

１５
は
１
０
０
０
円
、　

年
度
住
民
税

１５

　

飽
食
の
時
代
と
言
わ
れ
て
い

る
現
代
、
子
供
た
ち
は
ど
ん
な
学

校
給
食
を
食
べ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
給
食

東
久
留
米
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集
中

の
事
業
の
一
環
で
、
市
内
の
福
祉

作
業
所
や
障
害
者
団
体
の
協
力
に

よ
り
、
ピ
ア
カ
ン
ウ
セ
リ
ン
グ
を

行
っ
て
い
ま
す（
左
表
参
照
）。こ

れ
は
、
同
じ
障
害
を
持
つ
者
同
士

野
火
止
地
区
セ
ン
タ
ー

工
事
に
伴
い
、
利
用
を

一
時
中
止
し
ま
す

の
現
状
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も

に
、「
食
」
に
つ
い
て
考
え
、「
楽

し
む
」
機
会
を
設
け
ま
し
た
。
気

軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】　

月
９
日
（
木
）
が
午

１０

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
の
皆
さ
ん

「
上
州
榛
名
湖
・
夢
二
記
念
館
」

日
帰
り
バ
ス
旅
行
に
参
加

し
ま
せ
ん
か

午
前　

時
〜
正
午
に
市
役
所
１
階

１０

屋
内
ひ
ろ
ば
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
福
祉
総
務
課
庶
務
係

（
内
線
２
５
１
２
）
へ
。

な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
【
説
明
会
】
①　

月　

日
（
金
）

１０

１０

午
前　

時
〜
正
午
、
福
祉
会
館
第

１０

一
会
議
室
②　

月　

日
（
火
）
午

１０

２８

前　

時
〜
正
午
、
福
祉
会
館
老
人

１０
集
会
室

　
【
持
参
す
る
も
の
】
縦
２
・
５
�

�
×
横
２
・
０
�
�
の
保
護
者
の

方
の
顔
写
真
２
枚
（
会
員
証
を
作

成
し
ま
す
）

　

※
保
育
あ
り
（
前
日
ま
で
に
同

セ
ン
タ
ー
へ
予
約
を
）。

　

詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
事
務
局

�　

・
３
２
９
４
へ
。

７５

　
　

月
２
日
（
日
）
に
行
う
俳
句

１１
大
会
の
事
前
投
句
、
当
季
雑
詠
３

句
１
口
を
募
集
し
ま
す
。費
用（
１

口
１
０
０
０
円
）
は
当
日
受
け
付

け
で
。
申
し
込
み
は　

月　

日

１０

１０

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
高
齢

サ
ー
ビ
ス
係
（
内
線
２
５
５
８
・

２
５
５
９
）
へ
。

後
零
時
半
〜
６
時
、　

日
（
金
）

１０

が
午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

　
【
会
場
】
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
、

市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば

　
【
内
容
】①
学
校
給
食
の
歩
み
②

給
食
Ｎ
Ｏ
Ｗ
③
さ
か
な
・
さ
か
な
・

さ
か
な
④
見
て
み
よ
う
給
食
の
食

材
⑤
試
食
・
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

詳
し
く
は
学
務
課
保
健
給
食
係

�　

・
７
７
７
９
へ
。

７０

　この条例は、市の良好な環境を確保し、次世代に引
き継いでいくための基本となる考え方や市民、事業者、
市の役割とそれぞれの取り組みの基本的な事項を定め
るためのものです。
○条例を必要とする理由は
　本市は、湧（ゆう）水や自然に恵まれ、それらに係る
個別の関心事から環境対策が進められてきました。し
かし、今の環境問題は、緑地保全や湧水保護のみなら
ず、有害化学物質の汚染、廃棄物の資源化や処分、地
球温暖化問題に発するエネルギー対策、循環型社会の
取り組み等、まちづくり、産業、文化、教育等すべて
の分野と結びつく総合的な対応が必要となっています。
　平成５年に国が「環境基本法」を制定し、翌年に、
東京都が「環境基本条例」を制定しました。本市にお
いてもそれに合わせた取り組みが必要となっているか
らです。
○条例制定後は
　「環境基本計画」を策定し、この計画の中で具体的な
個別課題と対策を立てることとなります。
　また、環境保全に関する必要な事項を調査審議する
ため、市長の付属機関として「環境審議会」が設置さ
れ、市長の諮問に応じた対応が図られます。
○検討委員会のメンバーは
　公募の市民４名、学識経験者２名、環境団体３名、
環境保全等に関する行政機関の職員１名の計１０名をメ
ンバーとして、今年５月に発足しました。本年１２月の
条例のあり方提言に向けて作業中です。

環境基本条例
○制定の背景
　市では、平成１３年度に、まちづくりにお
ける基本的な事項を定めた基本条例（仮称）
に盛り込む事項の検討のため、東久留米市
基本条例（仮称）研究会を設け、その検討
結果が研究会から市へ平成１４年７月に報告
されました。この報告書を踏まえつつ、市
民の行政運営への参加のあり方や、ご意見
などを市政に反映させる手段などについて
検討し、市民参加条例（仮称）の制定を目
指しています。
○この条例の位置付け
　市民参加条例（仮称）は、既に施行され
ている情報公開条例、個人情報保護条例、
行政手続条例などと並び、自治･行政システ
ムの基本的な位置付けにあり、市の施策の
多くの場面で広く適用を受ける一般法規の
性格を持ちます。
○この条例のねらい
　この条例は、市政運営における市民参加
の基本的な事項を定めるとともに、市民と市
の役割を明らかにすることによって、市民主
体のまちづくりの実現を目指すものです。

市民参加条例

環境基本条例市民参加条例（仮称）区　　分

ｐｕｂｌｉｃ＠ｃｉｔｙ．ｈｉｇａｓｈｉｋｕｒｕｍｅ．ｔｏｋｙｏ．ｊｐ電 子 メ ー ル 
ア ド レ ス

７０・７８０９７０・７８０４フ ァ ク ス 番 号

〒２０３―８５５５　　　　　　
市役所環境部環境緑政課

〒２０３―８５５５　　　　　　　　
市役所企画経営室企画調整課郵 便 提 出 先

１０月１日～２０日（必着）１０月１日～３１日（必着）意 見 募 集 期 間

意見の提出方法・提出期限一覧

文 
化 
祭

俳
句
大
会
の
俳
句
を

募
集
し
ま
す

15. 10.  1

金
２
０
０
０
円

会
費
月
２

０
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
チ
も

募
集
。詳
し
く
は
窪
田
�　
・
７２

１
４
９
４
へ
。

　

◆
フ
ラ
ダ
ン
ス
（
リ
コ
・

モ
・
フ
ラ
）　

毎
月
第
１
〜
第

３
金
曜
日
の
午
前　

時
〜

１０

正
午
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ホ
ー
ル
東
本
町
で
。
入
会
金

１
０
０
０
円
、
会
費
月
２
５

０
０
円
。
見
学
歓
迎
。
無
料

体
験
有
。
詳
し
く
は
中
田
�

　

・
６
３
８
５
へ
。

７４
　

◆
サ
ッ
カ
ー
（
Ｆ
。
Ｃ
。

プ
レ
ズ
ィ
ー
ル
）　

毎
週
土

曜
・
日
曜
日
、
市
内
グ
ラ
ン

ド
で
。
会
費
月
３
０
０
０
円
。

フ
ッ
ト
サ
ル
も
活
動
。
詳
し

く
は
沖
山
�
０
９
０
・
１
８

５
７
・
８
７
０
４
へ
。

　

◆
ペ
ン
習
字（
渓
和
会
）　

毎
月
第
１
〜
第
３
水
曜
日

の
午
前　

時
〜
正
午
、
中
央

１０

公
民
館
で
。
入
会
金
１
０
０

０
円
、
会
費
月
２
０
０
０
円
。

詳
し
く
は
金
田
（
か
な
だ
）

�　

・
７
８
０
７
（
午
後
６

７５
時
〜
９
時
）
へ
。

　

◆
東
久
留
米
市
話
し
方

教
室　

毎
月
第
３
木
曜
日

の
午
後
７
時
〜
９
時
、
東
部

地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月

５
０
０
円
。
話
の
苦
手
な
方
、

話
す
機
会
の
多
い
方
、
専
門

の
先
生
に
つ
い
て
勉
強
を
。

詳
し
く
は
玉
木
�　

・
２
４

７１

１
５
へ
。

　

◆
マ
ロ
ニ
エ
大
正
琴
研

究
会　

毎
月
第
１
木
曜
日

の
午
後
３
時
〜
５
時
（
他
に

土
曜
コ
ー
ス
も
有
）、市
民
プ

ラ
ザ
会
議
室
で
。
会
費
月
２

５
０
０
円
。
見
学
自
由
、
流

派
不
問
。
無
料
体
験
有
。
詳

し
く
は
久
保
田
�　

・
２
７

７３

６
６
へ
。

　

◆
歌
林
短
歌
会　

毎
月

第
３
水
曜
日
の
午
後
１
時

半
か
ら
、
成
美
教
育
文
化
会

館
で
。
会
費
３
カ
月
２
０
０

０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し

く
は
中
村
�　

・
９
８
１
３

７２

へ
。

　

◆
外
国
人
の
た
め
の
東

久
留
米
に
ほ
ん
ご
ク
ラ
ス

　

第
１
・
第
２
・
第
４
火
曜

日
の
午
後
７
時
〜
８
時
半
、

市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
。
会

費
月
３
０
０
円
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
指
導
者
も
募
集
。

詳
し
く
は
武
貞（
た
け
さ
だ
）

�　

・
５
８
３
２
へ
。

７３

後
１
時

６
時
（
零
時
半
開

場
）、保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル

（
西
東
京
市
中
町
一
丁
目
）で
。

入
場
料
小
学
生
無
料
、
中
学

生
〜
大
学
生
１
０
０
０
円
、

そ
の
他
２
５
０
０
円
（
前
売

シ
ン
グ
ル
２
０
０
０
円
、
ペ

ア
３
０
０
０
円
）。詳
し
く
は

高
張
（
た
か
は
り
）
�　

・
７４

５
６
５
６
へ
。

　

◆
人
形
劇
「
ひ
と
み
座
」

公
演
「
あ
や
う
し
ズ
ッ
コ
ケ

探
検
隊
」（
東
久
留
米
こ
ど
も

劇
場
）　　

月　

日
（
日
）
午

１０

１２

後
２
時
開
演
、
中
央
公
民
館

ホ
ー
ル
で
。
入
場
料
４
歳
以

上
１
８
０
０
円
。
詳
し
く
は

森
田
�
０
９
０
・
９
３
３
３
・

１
８
１
０
へ
。

　

◆
マ
ザ
ア
ス
秋
光
祭
・
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
マ
ザ
ア
ス

東
久
留
米
）　

マ
ザ
ア
ス
秋

光
祭
が　

月　

日
（
木
）
〜

１０

３０

　

月
２
日
（
日
）
午
前　

時

１１

１０

〜
午
後
４
時
（
２
日
は
午
後

　

時
〜
午
後
３
時
）、フ
リ
ー

１１マ
ー
ケ
ッ
ト
が　

月
２
日

１１

（
日
）午
前　

時
〜
午
後
３
時
、

１１

い
ず
れ
も
マ
ザ
ア
ス
東
久

留
米
で
。入
場
無
料
。フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
募
集
。
詳

し
く
は
マ
ザ
ア
ス
東
久
留

米
総
務
課
関
口
�　

・
７
２

７７

６
１
へ
。

　

◆
第
６
回
き
も
の
で

作
っ
た
趣
味
の
洋
服
展
（
コ

ス
モ
ス
の
会
）　　

月　

日

１０

１１

（
土
）
〜　

日
（
水
）
午
前　

１５

１１

時
〜
午
後
４
時
、
角
の
小
さ

な
美
術
館
（
柳
窪
二
丁
目
）

で
。
入
場
無
料
。
詳
し
く
は

柴
田
�　

・
２
９
５
４
へ
。

７３

　

◆
第
２
回
東
久
留
米
市

少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ

ン
バ
ラ
選
手
権
大
会
（
東
久

留
米
市
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン

バ
ラ
協
会
）　　

月　

日

１０

１２

（
日
）午
前　

時
〜
午
後
３
時
、

１０

西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
内
滝

山
児
童
館
で
。
参
加
費
無
料
。

５
歳
〜
中
学
生
。
地
域
・
経

験
不
問
。
詳
し
く
は
山
河
�

　

・
９
１
５
０
へ
。

７４
　

◆
赤
い
り
ん
ご
朗
読
会

　

周
年
記
念
公
演　
　

月

１５

１１

３
日
（
祝
）
午
後
２
時
開
演

（
１
時
半
開
場
）、
成
美
教
育

文
化
会
館
で
。
入
場
無
料
。

小
学
生
以
上
。
保
育
有
（
要

予
約
）。
詳
し
く
は
大
矢
�

　

・
８
５
３
２
へ
。

７５

東

久

留

米

市 

に

て

初

開

催

　

多
摩
北
部
都
市
広
域
行
政
圏

協
議
会
（
東
久
留
米
、
小
平
、

東
村
山
、
清
瀬
、
西
東
京
の
５

市
で
構
成
）
で
は
、
共
同
事
業

と
し
て
、
５
市
を
代
表
す
る
画

所　属　団　体区　　分ファクス番号電話番号地　域氏　　名
アクセス東京身体２１・２２３０７８・６２９５浅間町今福　義明
アクセス東京身体７３・６２８７７３・６２８７大門町篠原三恵子
視覚障害者福祉協会視覚無５８・６３６３柳窪上林　政吉
視覚障害者福祉協会視覚無６５・６５３３南沢鈴木　孝芳
のぞみの家知的・身体７３－９０３６７３－９０２７下里小林　君枝
のぞみの家知的・身体７３－９０３６７３－９０２７下里菊池　健司
自立生活センターグッドライフ知的・身体７７－８３９４７７－８３８４東本町石田　義明
ピープルファースト知的・身体７６－４１８５７６－４１８５小山小田島栄一
身体障害者福祉協会身体７１－２４３９７１－２４３９小山椿　　静枝
身体障害者福祉協会身体７５－１５２４７５－１５２４大門町小山　宏彦
身体障害者福祉協会身体７０－０３２３７０－０３２３大門町楠　久美子
身体障害者福祉協会身体無７７－１５７７氷川台貫井　　博
身体障害者福祉協会身体５８－０２９７５８－０２９７中央町原田　廣子
東久留米市ろうあ協会聴覚６８－８８１４６８－８８１４南沢平山　隆之
東久留米市ろうあ協会聴覚６８－８８１４６８－８８１４南沢平山　征子
バオバブ・ログハウス知的・身体７１－２７３４７４－７８９５大門町高橋　潤一

多
摩
北
部
都
市
広
域
行
政
圏
協
議
会
（
東
久
留
米
、
小
平
、
東
村
山
、　

清
瀬
、
西
東
京

の
５
市
で
構
成
）
共
同
事
業

多
摩
六
都
フ
ェ
ア
【
第　

回
圏
域
美
術
家
展
】

１６

家
の
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
、
会

派
を
超
え
て
出
品
し
て
い
た
だ
く

「
第　

回
圏
域
美
術
家
展
」を
開
催

１６
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
清
瀬
市
郷
土

博
物
館
で
行
わ
れ
て
い
た
同
展
が

５
市
を
巡
回
し
て
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
今
年
は
東
久
留
米
市
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

出
品
予
定　

作
品
の
う
ち
、
東

４０

久
留
米
市
在
住
の
画
家
の
作
品
が

　

点
展
示
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
鑑

１８賞
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】　

月　

日
（
土
）
〜　

１０

１８

２６

日
（
日
）
の
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（　

日
〈
月
〉
は
休
館
）

２０

　
【
場
所
】
成
美
教
育
文
化
会
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
東
本
町
８
ノ　

）
１４

　
【
入
場
料
】
無
料

　

詳
し
く
は
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
�　

・
７
７
８
４
へ
。

７０

ピアカウンセラー一覧

昨年の美術家展より

シ
ル
バ
ー
パ
ス
の 

ご

利

用

を

〜　

月
以
降
に
満　

歳
を
迎
え
る
方
、

１０

７０

　

新
規
に
パ
ス
を
希
望
す
る
方
へ
〜

　

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
は
、
満

　

歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
て
、

７０都
バ
ス
、
都
営
地
下
鉄
、
都
電
と

都
内
民
営
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
パ
ス
で
す
。　

月
以
降

１０

発
行
で
き
る
の
は
来
年
９
月　

日
３０

ま
で
の
有
効
期
間
の
パ
ス
で
す
。

国
民
健
康
保
険
に 

加

入

す

る

と

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加

入
す
る
と
、「
被
保
険
者
証
」
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
国
保
の
加
入
者
は
、

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
医
療

機
関
の
窓
口
で
、
こ
の
被
保
険
者

証
を
提
示
す
れ
ば
か
か
っ
た
費
用

の
一
部
負
担
金
（
原
則
３
割
、
高

齢
者
は
１
割
ま
た
は
２
割
）
を
支

払
う
だ
け
で
済
み
ま
す
。

�
　

市
で
は
、
生
活
に
困
っ
て
い
る

方
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負

担
を
２
分
の
１
に
軽
減
し
て
い
ま

す
。
７
月
１
日
よ
り
、
都
制
度
の

サ
ー
ビ
ス
が
拡
充
し
ま
し
た
の
で
、

市
で
も
、
都
制
度
を
拡
充
し
て
実

施
し
ま
す
。
な
お
、
利
用
者
負
担

額
軽
減
措
置
を
実
施
す
る
旨
を
都

お
よ
び
区
市
町
村
に
申
し
出
た
事

業
者
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
限

り
ま
す
。　

収
入
等
の
基
準
額
は

現
行
の
ま
ま
で
す
。

　
【
収
入
等
の
基
準
額
】①
世
帯
の

直
近
３
カ
月
の
平
均
収
入
が
生
活

保
護
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と
②
世

帯
の
預
貯
金
額
が
生
活
保
護
基
準

生
活
費
の　

カ
月
分
と
市
民
葬
代

１２

金
を
加
え
た
額
以
下
で
あ
る
こ
と

③
居
住
し
て
い
る
宅
地
が　

坪
以

４１

下
で
あ
る
こ
と

　

①
〜
③
す
べ
て
の
基
準
対
象
と

な
る
方
で
、
新
た
に
対
象
と
な
る

サ
ー
ビ
ス
の
軽
減
措
置
は
次
の
通

り
で
す
。

生
活
に
困
っ
て
い
る
方
の

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
負
担
額
の
軽
減
を
拡
充

難
病
者
福
祉
手
当
の 

対
象
疾
病
が
追
加

　

市
で
は
、
東
京
都
医
療
費
助
成

制
度
に
よ
る
特
殊
疾
病
医
療
券
を

お
持
ち
の
方
に
対
し
て
、
月
額
５

０
０
０
円
の
手
当
を
支
給
し
て
い

ま
す
。
こ
の
手
当
の
対
象
と
な
る

難
病
に
「
線
条
体
黒
質
変
性
症
」

「
大
脳
皮
質
基
底
核
変
性
症
」「
特

発
性
肥
大
型
心
筋
症
」
が
、　

月
１０

１
日
か
ら
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
該

当
さ
れ
る
方
は
医
療
券
、
印
鑑
、

振
込
口
座
の
分
か
る
も
の
を
お
持

ち
の
上
、
障
害
福
祉
課
（
市
役
所

１
階
）
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課
管
理
係
�　

・
７０

７
７
４
７
へ
。

備
え
て
補
償
保
険
に
も
加
入
し
て

い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
活
動
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。
お
子
さ
ん
を

預
か
り
た
い
方
、
ま
た
は
お
子
さ

ん
を
預
け
た
い
方
は
ぜ
ひ
説
明
会

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
【
利
用
料
金
】
平
日
・
土
曜
日
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
は
１
時
間
当

た
り
７
０
０
円
、
そ
れ
以
外
は
１

時
間
当
た
り
９
０
０
円

　

※
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
員
に

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

活

用

を

　

さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

心
身
障
害
者（
児
）や
家
族
の
方
々

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
が
、
相

談
業
務
を
さ
ら
に
充
実
す
る
た
め
、

本
年
４
月
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
内
に

「
障
害
者
地
域
自
立
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
こ

�
　

国
民
年
金
保
険
料
を
前
納
す

る
と
、
毎
月
納
め
る
手
間
が
省

け
、
さ
ら
に
割
引
が
あ
り
お
得

で
す
。
毎
年
、
年
度
の
初
め
の

４
月
中
に
、
１
年
前
納
が
あ
り

ま
す
。今
月
は
、　

月　

日
ま
で
、

１０

３１

　

月
分
か
ら
３
月
分
ま
で
の

１０６
ヵ
月
分
の
保
険
料
の
前
納
が

で
き
ま
す
。
毎
月
納
め
る
場
合

と
比
べ
て
６
５
０
円
の
割
引
が

あ
り
ま
す
。
半
年
前
納
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
社
会
保
険
庁
か

お
得
な
前
納
制
度
の 

ご
利
用
は　

月　

日
ま
で

１０

３１

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

は
１
０
０
０
円　

年
度
住
民
税

１５

が
課
税
の
方
は
２
万
５
１
０
円

　
【
必
要
書
類
】
発
行
を
希
望
す

る
方
は
、
こ
の
費
用
負
担
の
ほ
か

に
「
健
康
保
険
証
」
な
ど
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
が
確
認
で
き
る

身
分
証
明
書
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

住
民
税
が
非
課
税
の
方
は
「
住
民

税
非
課
税
証
明
書
」
も
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

　
【
申
し
込
み
方
法
】
満　

歳
を

７０

迎
え
る
月
の
初
日
か
ら
、
シ
ル

バ
ー
パ
ス
取
り
扱
い
バ
ス
営
業
所

等
で
申
し
込
み
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
既
に　

歳
を
迎
え

７０

て
い
る
方
は　

月
以
降
に
交
付
手

１０

続
き
が
で
き
ま
す
。

　
【
市
内
パ
ス
取
り
扱
い
窓
口
】

①
西
武
バ
ス
㈱
滝
山
営
業
所
�

　

・
２
５
２
５
（
取
り
扱
い
時
間

７４は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
②
西

武
バ
ス
㈱
東
久
留
米
駅
案
内
所
�

　

・
９
０
６
１
（
取
り
扱
い
時
間

７２は
午
前　

時
〜
午
後
５
時
）

１０

　

そ
の
他
の
パ
ス
取
り
扱
い
窓
口

に
つ
い
て
は
（
社
）
東
京
バ
ス
協

会
�　

・
５
３
０
８
・
６
９
５
０

０３

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
役
所
窓
口
で
は
お
取
り
扱
い

　
【
拡
充
し
た
サ
ー
ビ
ス
】

　

①
国
の
特
別
対
策
で
あ
る
「
法

施
行
時
の
訪
問
介
護
利
用
者
」
に

対
す
る
利
用
者
負
担
軽
減
措
置
の

適
用
を
受
け
て
い
る
方
ま
た
は
、

東
久
留
米
市
訪
問
介
護
利
用
者
に

対
す
る
助
成
事
業
の
適
用
を
受
け

て
い
る
方
に
つ
い
て
訪
問
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
額
が
６

㌫
の
２
分
の
１
に
軽
減
②
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
小
規
模
生
活
単
位

型
（
新
型
特
養
）
に
入
居
さ
れ
る

方
の
居
住
費
の
軽
減

　

詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
介
護

サ
ー
ビ
ス
係
（
内
線
２
５
５
５
）

へ
。

れ
は

同
じ
障
害
を
持
つ
者
同
士

が
、
こ
れ
か
ら
自
立
を
考
え
て
い

る
障
害
者（
相
談
者
）に
、自
分
た

ち
の
経
験
を
通
し
て
、
実
際
に
社

会
生
活
上
必
要
と
さ
れ
る
心
構
え

や
生
活
能
力
の
習
得
に
対
す
る
個

別
的
支
援
・
援
助
を
行
う
活
動
で

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
�　

・
７０

７
７
４
７
ま
た
は
さ
い
わ
い
福
祉

セ
ン
タ
ー
�　

・
２
７
１
１
へ
。

７７情　

報
保

国

　

か
ぜ
な
ど
の
診
察
、
治
療
の
た

め
の
注
射
や
検
査
、
投
薬
な
ど
の

費
用
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
給
付
の
範
囲
は
次
の
通
り

制
約
が
あ
り
ま
す
。

　

①
国
保
で
給
付
さ
れ
な
い
も
の

＝
正
常
な
妊
娠
・
出
産
・
美
容
整

形
・
健
康
診
断
・
予
防
注
射
・
歯

列
矯
正
・
仕
事
上
の
け
が
な
ど
②

国
保
の
給
付
が
制
限
さ
れ
る
も
の

＝
け
ん
か
、
泥
酔
な
ど
に
よ
る
病

気
や
け
が
・
故
意
や
犯
罪
に
よ
る

病
気
や
け
が
・
医
師
や
保
険
者
の

指
示
に
従
わ
な
い
と
き

被
保
険
者
証
は
２
種
類
、

退
職
者
医
療
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
？

　

厚
生
年
金
や
共
済
退
職
年
金
を

受
給
し
て
い
る
方
と
そ
の
被
扶
養

ら
送
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険

料
納
付
案
内
書
で　

月　

日
ま

１０

３１

で
に
最
寄
り
の
金
融
機
関
ま
た

は
社
会
保
険
事
務
所
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。

「
口
座
振
替
」
も 

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

納
め
忘
れ
が
な
く
、
便
利
で

確
実
な
「
口
座
振
替
」
は
、
指

定
さ
れ
た
口
座
か
ら
毎
月
引
き

落
と
し
が
で
き
ま
す
。
１
年
前

納
、
半
年
前
納
の
設
定
も
で
き

ま
す
。
手
続
き
は
、
年
金
手
帳
、

預
金
通
帳
、
届
け
出
印
を
持
参

し
て
金
融
機
関
、
郵
便
局
の
窓

口
へ
。

　

詳
し
く
は
武
蔵
野
社
会
保
険

事
務
所
�
０
４
２
２
・　

・
１

５６

４
１
１
ま
た
は
保
険
年
金
課
国

民
年
金
係
�　

・
７
７
３
３
へ
。

７０

者
の
中
で
、
次
の
要
件
に
該
当
す

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
般
の
被
保

険
者
証
（
緑
色
）
の
交
付
を
受
け

て
い
る
と
き
は
、
退
職
者
医
療
制

度
へ
の
切
り
替
え
手
続
き
が
必
要

で
す
。
こ
の
切
り
替
え
に
よ
っ
て
、

退
職
の
被
保
険
者
証
（
紫
色
）
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

　
【
対
象
と
な
る
方
】
厚
生
年
金
、

共
済
年
金
を　

年
間
以
上
ま
た
は

２０

　

歳
以
降　

年
間
以
上
か
け
て
受

４０

１０

給
し
て
い
る
方
と
そ
の
被
扶
養
者

　

※
老
人
保
健
法
該
当
者
は
除
く
。

　
【
必
要
書
類
】
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
・
年
金
証
書
（
年
金

受
給
が
確
認
で
き
る
も
の
）・
認
印

（
世
帯
主
本
人
が
申
請
す
る
時
は

省
略
で
き
ま
す
）

　

詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
民
健

康
保
険
係
�　

・
７
７
３
２
へ
。

７０

け
で

申
し
込
み
は　

月　

日

１０

１０

（
金
）
ま
で
に
（
必
着
）、
は
が
き

に
俳
句
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
〒
２
０
３
―
０

０
５
４
、
中
央
町
１
ノ
１
ノ
４
、

石
澤
喜
美
恵
あ
て
郵
送
を
。

　

文
化
祭
の
催
し
の
内
容
は
次
号

で
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
民
文
化
祭
事
務

局
・
細
川
�
０
９
０
・
５
５
０
２
・

４
６
６
２
へ
。

２
５
５
９
）
へ


